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平成 19年 10月期業績予想との差異に関するお知らせ 

 
  平成 19 年 6 月 20 日付当社「業績予想の修正に関するお知らせ」にてお知らせい
たしました平成 19年 10月期業績予想と今回業績確定した数値との差異に関して、下
記のとおりお知らせいたします。 
   

記 
1. 19年 10月期 個別通期業績（平成 18年 11月 1日～平成 19年 10月 31日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 修 正 予 想 ( Ａ ) １，８００ ３００ ３５０ ４５０

今 回 確 定 数 値 ( Ｂ ) １，８９３ ３４５ ６１１ ６１５

増  減  額 (Ｂ－Ａ) ９３ ４５ ２６１ １６５

増   減   率（％） ５．２％ １５．０％ ７４．６％ ３６．７％

前期（平成 18年 10月期）実績 ２，１３１ ４１２ ３４５ ２２４

 
２. 1９年 10月期 連結通期業績（平成 18年 11月 1日～平成 19年 10月 31日） 

（金額の単位：百万円） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 修 正 予 想 ( Ａ ) ２９，０００ ７００ ９００ ５００

今 回 確 定 数 値 ( Ｂ ) ２７，８２８ ６３８ １，１３０ ４３４

増  減  額 (Ｂ－Ａ) △１，１７２ △６２ ２３０ △６６

増   減   率（％） △４．０％ △８．９％ ２５．６％ △１３．０％

前期（平成 18年 10月期）実績 ３１，９５７ ６４４ ７２３ １９２

 
 



  
 

３. 差異の理由 
（個別業績） 
当期においては、売上高、営業利益は、ほぼ前回発表数値となりましたが、経常利益で

261百万円増、純利益では 165百万円の増加となりました。これは、業績予想発表時点と
比較して、海外投資信託の解約が予定より早くなったため、受取配当金が増加したことに

よるものであります。 
（連結業績） 
 当期においては、当社子会社ゼネラル興産において売上を見込んでおりましたイタリ

ア・ミラノの分譲マンション「ボーノ・カイロリプロジェクト」は完工いたしましたが、

工事の遅れから売上計上時期が本年末にずれ込んだことならびに OA事業・トナーリサイ
クル事業の想定以上の材料高等により、売上高、営業利益とも業績予想より減少しました。

また、経常利益は、個別業績の増加分を受け予想よりも増加いたしました。一方、当期純

利益に関しては、事業の「選択と集中」を加速させていることもあり、関係会社整理損等

の特別損失が嵩み、業績予想時より６６百万円減少いたしました。 
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